
キルギス語の使役文について

大崎紀子

0.は じめ に

 キルギス語1における使役表現は,動 詞語幹 に使役接尾辞を付加する形式によって

示 され る。

(1) a Men 加'メ αz-d'i-m. 「私 は 手紙 を書い た」

    私   手紙 書く一過去―塵単

b hien 加'」 砿垂 み ηL 「私は(誰かに)手紙を書かせた」

  私   手紙 書く―使役―過 去一董単

 この使役接尾辞 は,動 詞語幹 に付いて新たな動詞語幹を派生す る派生接尾辞であ

り9こ の新たに派生 した動詞語幹を動詞使役形 と呼ぶ。

 チュル ク諸語の使役表現 に関 しては,こ れまで トル コ語な どを分析対象 とした研

究が盛んに行なわれてきたが,キ ルギス語に関する記述や研究は,あ ま り多 くない。

そこで,本 稿では,キ ルギス語の使役文に関する基本的なデー タを整理 し,そ の全

体を概観す ることに努 め,こ れにより,キル ギス語の動詞使役形の形態的な特徴や,

使役文の統語的な特徴 を明 らかにする足がか りとしたい。

 本稿で考察の対象 とする使役文 とは,正 確に言えば,使 役接尾辞によって派生 し

た動詞使役形を述部 にもつ文をさす。一般に,使 役(causation)と は,あ る主体が

何 らかの行為によって他の主体の位置変化や状態変化な どの"で きごと"を引き起 こ

零 本 稿 は2000年6月 日本 言 語 学 会 第120回 大 会 で 口頭 発 表 したもの に加 筆 修 正 したものである
。口

頭 発 表 に 際し,多 くの方 々 か ら貴 重 なコメントをいただ きました。ここに心 か ら感 謝 いたします 。
1こ こで扱 うキル ギス語 は

,1991年8月 に 旧ソ連 邦 か ら独 立 したキル ギ ス共 和 国 に住 む 約240万 人 の

キル ギス人 によって使 用 され てい る現 代 キル ギス語 をさす 。キル ギス タン以 外 で は,カ ザフスタン,ウ ズ

ベ キスタン,タ ジキ スタン に10万 人 以 上,中 国 の新 彊 ウイグル 自治 区 に 約11万 人 の 話 者 がい るとされ

て い る。デ ー タ収 集 に 関 して は,首 都 ビシ ケ ク出 身 で 元 京 都 大 学 教 育 学 部 研 究 生 のAFnrypa

)ICyMarynosaさ ん にインフォー マ ントとしてご協 力 頂 い た。キル ギス語 の 正 書 法 で は,1940年 以 後 キリ

ル 文 字 が採 用 され てい る。本 稿 にお けるキル ギス語 の表 記 は,そ れ をロー マ 字 翻 字 したもの である。翻

字法 は次 の通 りであ る。

a=a6=わB=Vr=gR=de=e益rソo兆r/3ZH→x=yK=h=1M=mx=nH=〃o=oo=δ

npp=rc=ST='y=uy=�fx=xu富CY=CUI=S皿1=SCる="H=�='s=eK)rソ 露x=ツ α
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す こ とを意 味 す る概 念 で ある。 そ こで,キ ル ギス語 にお け るAl esik ac-ta:『 彼

は ドア を開 けた」 とい う文 もまた,使 役 文(causative sentence)と 呼ばれ るのが一般

的 で あ る。 しか し,こ の文 は述部 に動詞使役 形 を含む もので ない た め,こ こでは考

察 の対象 としな い。

 本稿の構成は以下の通 りである。まず,第1節 ではキル ギス語における使役接尾

辞の種類 と分布 について述べる。キルギス語の使役接尾辞 は数種類あ り,そ の種類

と分布 については,既 にい くつかの記述がなされている(胡1986,Kudaybergenov

l987な ど)。 これ らの先行研究では,ど のような動詞語幹 にどの使役接尾辞が接続

するかがおおむね整理 されているが,そ れぞれの記述 には十分でない点が見受け ら

れる。そこで,使 役接尾辞の種類 と分布 について確認 し,先 行研究に若干の補足 を

行いたい。

 次 に,第2節 において,キ ルギス語の使役文の構成 について述べ る。具体的には,

キル ギス語 の使役文の構成や特徴を,補 語 がとる格の関係 を中心に考察 し(2.1及

び2.2),同 様の観点か らいわゆる二重使役文 についても考察を加 える(2.3)。

 また,キ ル ギス語には再帰を表す接尾辞が使役接尾辞 とは別 に存在するが,動 詞

使役形を含 む文において も,再 帰的な意味を伴つて用い られる場合がある。 このよ

うな使役文の再帰的用法にっいて,第3節 で述べ る。

 そ して最後 に,使 役 接尾辞 ―d'ir―(母音調 和及 び子 音 同化 に よ り一dir―,―dur―,―d�―,

-t�-,―tir-,-tur-,―t�一の異 形態 があ る)と ―g'iz-(同 じく―giz-,-guz-,―朗z-,―朧5窺 為

一kuz―,―k�-の 異形 態 を もつ)の 意 味的 な使 い分 け につ い て指摘 す る。 先行研 究 に よ

れ ば,こ の 二種類 の使 役接尾 辞 は,動 詞 語幹 に相補 分布 的 に接続 し,ど ち らの使役

接尾 辞 が付加 され て も特 に意味 の違 いは ないか の よ うに扱 われ てい る。 しか し,実

際 に は,両 方 の接 尾辞 の接続 を許 し,異 なる二種類 の動詞使 役形 を もつ動詞 語幹 が

少 な か らず存 在す る。 この とき,二 つの動詞使 役形 の間 に顕著 な意味 の違 いが見 ら

れ ない場 合 は確 か に多い。 しか し,そ こに微 妙 な意味 の違 いが 見 られ,二 つ の動詞

使役 形 が巧妙 に使 い 分 け られ る場合 が ある とい うこ とにつ いて は,あ ま り知 られ て

いな い。 この問題 につい て,第4節 で述べ る こ とにす る。

1.使 役接尾辞の種類 とその分布

1.1 先行 研 究 につ い て

 どのよ うな動詞語幹にどの使役接尾辞が付 くかは,動 詞語幹の形態的 ・音韻的条

件に より,お お よその傾向を認めることができるとされている。胡(1986)に よれ

ば,以 下の如 くである。
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(2)胡(1986)に よる記 述2

① ―d'ir-,-dir-,―dur-,―d�-;単 音 節 の 動 詞 語 幹 で,語 幹 末 がr, y以 外 の 有 声 子 音 及

 び 母 音 で あ る も の に 付 く 。

(例)bil一 知 る  bil-dir一 知 らせ る

  〃 〃一 洗 う  ル 〃―dur― 洗 わせ る

② ―tir-,-tir―,-tur-,―t�- ;単 音 節 の 動 詞 語 幹 で,語 幹 末 がS, C以 外 の 無 声 子 音 で

 あ る も の に 付 く 。

(例)tik一 縫 う  tik-tir一 縫 わ せ る

  sat一 売 る  sat―t舐一 売 らせ る

③,g'iz-,-giz-,-guz-,-g�―;語 幹 末 がr, yの 動 詞 語 幹 に 付 く。

  (例)kir― 入 る  kir―giz一 入 らせ る

     kiy一 着 る  kiy-giz― 着 させ る

④ 一kiz-,―kiz―,―kuz―,-k�-;動 詞 語 幹 の 語 幹 末 が 一 定 の 無 声 子 音 の 場 合 に 付 く 。

  (例)jet― 届 く  jet―kiz― 届 ける

     k�― 待 つ   k�-k�-3待 たせ る

⑤ 一t-;多 音 節 の 動 詞 語 幹 で,語 幹 末 がr,y及 び 母 音 で あ る も の に 付 く。

  (例)iste― 働 く  iste―t一 働 かせ る

     azay― 減 る  azay-t一 減 らす

⑥ ―�―,―ir-,-ur―,一�― ;単 音 節 の 動 詞 語 幹 で,語 幹 末 がS, Cで あ る も の に 付 く。

  (例)t�-落 ちる t�―�一 落 とす

     kac一 逃 げ る kac一�一 逃 がす

⑦ 例 外 も い く つ か あ る 。

     ket― 行 く  ket-ir-  行 かせ る

     c�一 出 る  Clg-QY一 出 させ る

     δ1― 死 ぬ  δ1-t�一 死 なす,殺 す

 こ の ほ か,Kuﾘybergenov(1987)やImart(1981)に も 使 役 接 尾 辞 の 種 類 と 分 布

に つ い て の 記 述 が 見 られ る 。 胡(1986)が キ ル ギ ス 語 の 使 役 接 尾 辞 の 中 で も 生 産 性

の 高 い も の だ け を 取 り上 げ て 整 理 し て い る の に 対 し,Kudaybergenov(1987)は よ り

網 羅 的 に,あ ま り 生 産 的 で な い 接 尾 辞 も含 め て,そ の 分 布 に 関 す る 記 述 を 行 つ て い

2例 えば
,胡(1986)に お い て 「-der」とあるもの は 「一∂か―」とす るなど,表 記 につ い て は筆 者 が修 整 を加 え

てい る。
3Yudaxin(1965)に

,初 匹「待 つ 」の使 役 形 として記 載 され てい るの はk�―t�―の み で あり,胡(1986)の

いうk�-k�一 とい う形 は確 認 で きなかった。
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る4。生産的でない接尾辞 も扱っている点ではImart(1981)も 同様であるが,ど の

よ うな動詞語幹 に付加 されるかとい う分布傾向の記述は,ご く簡略なものにとどま

っている。それぞれの整理の仕方 には若干のずれがあるので,単 純に比較す ること

はできないが,そ れぞれの記述には明らかに食い違 う点がい くつか見られる。

 そ の うち,本 稿 で扱 う問題 に関係 す るのが使役 接尾 辞 ―d"ir-(-dir-,―dur-,―d�-以

下 ―d'ir―で代 表 させ るこ とが あ る。母 音調和 に よ る異 形態 に関 して他 の接尾辞 につ

いて も以 下 同様 とす る。)に 関す る記 述で あ る。胡(1986)は 上記(2)の ① の よ うに,

「単音節 の動詞 語幹 で,語 幹末 がr,y以 外 の有声 子音 及 び母音 で あ るものに付 く」

と してい るが,Kudaybergenov(1987)で は 「有 声子 音及 び母 音 で終 わ るすべ ての動

詞 語幹 に付 く」と してい る。筆者 が調べ た ところで は,語 幹末 がr,yで ある動詞語

幹 には,(2)の ③ にい うよ うに,―g'iz一が接続 す る こ とが多 い。しか し,使 役接 尾辞 一giz一

が接続 す る動詞 語 幹 には,次 の よ うに,-d'ir一 も使 役 接尾 辞 と して接続 す る場合 が少

な か らず 見 られ る。

(3) ur一 殴 る,ぶ つ ける

ber-与 え る

koy― 置 く

k�― 燃 え る

ur-guz-, ur-dur-

ber-giz-, ber-dir一

勧 ノーgLIZ―,勧 ノ-dur―

k�-g�-,劬 ノー吻7―

殴らせる,ぶ っけさせる

与えさせる

置かせる

燃やす

従 って,胡(1986)の 記述 が あ くまで大 まか な分布 傾 向を示 した にす ぎない とい

うこ とを 考 慮 に入 れ て も,使 役 接 尾 辞 一dir一の分 布 に 関 して は, Kudaybergenov

(1987)の 記 述 の方 が よ り正確 だ とい うこ とに なる。

 この よ うに ―d'ir―,―g'iz―両方 の使役 接尾 辞 の付加 を許 す ものは,語 幹末 がr, yの 場

合 だ けに限 らず,語 幹 末 が母 音 の場合 にも見 られ る。 また,語 幹 末 が無声子 音で あ

って も,―t�-,-k�―両方 の接尾辞 が付 くものがあ る。

(4)カ ー 食べる

kuu一 追 う

tart一 引 く

cec一 ほ ど く

je-dir-,je-giz-

kuu-dur-, kuu-guz-

tart-'か ―, tart― 勉 ―

cec-tir-, cec-kiz一

食べさせる

追わせる

引かせる

ほどかせる

(3)や(4)の よ う に,-dZY一,-g'iz― あ る い は 一t�-,-kiz-両 方 の 使 役 接 尾 辞 が 接 続 す る 場

4本 文(2)に 挙 げ られ て い る も の 以 外 に も
,例 え ば,―gaz-(-gez-,―goz-,-g�― 》 ―kaz.(-kez、 ―koz-,-k�-〉

―gar-(-ger-
,―gor-,―g�-),―kar―(-ker-,―kor―,―k�―)な ど,低 母 音 を 含 む 使 役 接 尾 辞 が あ る 。
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合について言及 した先行研究は今の ところ見当たらない。多くの場合,こ の ような

二つの動詞使役形の間に顕著な意味の違いは見 られないが,筆 者の調査によれ ば,

両者の間には微妙な意味の違いがあ り,そ れ らが使い分 けられ る場面があるよ うで

ある。 この問題 については,第4節 で詳 しく述べ る。

 ま た,胡(1986)は,(2)の ② 及 び ⑥ に 挙 げ た よ う に,単 音 節 の 動 詞 語 幹 の 場 合 は,

語 幹 末 がS,Cな ら使 役 接 尾 辞 一�―が 接 続 し,そ れ 以 外 は 一fir-が 接 続 す る と し て い

る 。 し か し,動 詞 語 幹 末 がS,Cな ら―t�一が 全 く接 続 し な い の か と い う と,そ う で は

な い 。 例 え ば,(4)のcec-「 ほ ど く 」cec-tir-「 ほ ど か せ る 」 の 例 の ほ か に, sas― 「急

ぐ」sas―t舐-「 急 が せ る 」,ac-「 開 け る 」ac-t�-「 開 け させ る 」 の よ う に,語 幹 末 音

S,Cの 後 に ―tir一が 接 続 す る 場 合 も 少 な く な い5。

1.2 第二次派生以降の使役接尾辞

 使役接尾辞の分布 に関 して,確 認 しておかなければならないことが もう一つある。

それは,胡(1986)な どで記述されているキルギス語 の使役接尾辞の分布傾向は,

あくまで動詞語幹に最初 の派生接尾辞が付加 された第一次派生 に関す るものである

とい うことである。 キル ギス語においては,本 稿で考察す る使役接尾辞以外 にも,

受身 ・再帰 ・共同ない し相互といった様々な派生接尾辞を動詞語幹 に付加 すること

ができる。 これ らは互いに重複 して付加 することができ,次 のよ うな新たな動詞語

幹を派生する。

(5) k�一 見 る k�―�― 会 う

見 る一相 互 ―

ur一 ぶ つ け る ur-un― ぶ つ か る

ぶ つ ける-再 帰 ―

k�―�―t�一 会 わ せ る

見 る―相互-使 役.

ur-un-t一 ぶつからせる

ぶ つ ける―再 帰 ―使 役.

say一 突 き刺 す Say―�1― 突 き刺 され る say一�1-t―  突 き刺 され させ る

        刺す.受身一          刺す―受身一使役―

kir- 入 る kir―giz― 入 れ る

入 る―使役―

kir―giz―dir― 入 れ させ る

入 る一使役-使役―

5こ の点
,Kudaybergenov(1987:250)は,―fir一 の分 布 に関 して,「C, t, kで 終 わ る動 詞 語 幹 を除 くす べ

ての(無 声 子 音 で 終 わ る)動 詞 語 幹 に付 く」としてい る。しかし,本 文で 見 たように,Cで 終 わる動 詞 語

幹 に イか が接 続 す る例 は多 く見 られ る。また,tで 終 わる動 詞 語 幹 に は,―t�―をとるものと ―勉 ―を

とるもの とが あるが,分 布 に偏 りがあるとは言 えない。さらに,k終 わ りの語 幹 に 至 って は,も つば ら

―t�一を使 役 接 尾 辞 として とり,一 部 ―Zt一とい う別 の使 役 接尾 辞 をとるもの があ るだ けで ある。従 って,

本 文 で 述 べ た ように,―a-ZY―の分 布 に関 して は胡(正986)よ りもKudaybergenov(1987)の 方 が事 実 に

対 して 忠 実 だ と言 えるが,―tir一に 関す るKudaybergenov(1987)の 記 述 は理 解 しに くい もの であると

言 わ ね ば な らな い。
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bayla一 縛 る bayla―n一 執 着 す る bayla-n―is一 執 着 しあ う bayla-n一�―tir一 執 着 しあわせ る

     縛る―再帰―      縛 る―再帰一相 互―      縛る一再帰―相 互―使役―

 胡(1986)は,(2)の ②及 び⑥ のよ うに,単 音節 の動詞 語幹 の場 合 は,語 幹 末がS,

Cな ら使 役接 尾 辞 ―�一が接続 し,そ れ以外 は 一t�一が接 続 す る と してい るが,(5)の

よ うに,必 然 的 に多音節 とな る第 二次 派生,第 三次 派生 の段 階 では,こ の傾 向 はあ

て はま らな い。す な わち,共 同(相 互)接 尾辞 ―(i>s―に後続 す る使 役接 尾辞 は もっ

ぱ ら ―tir―にな る。

 使役 接 尾辞 ―t―につい て も,第 一次派 生 と,第 二 次派 生以 降 では,接 続 の条件 が

異 な る。 第一次 派生 の段 階で は,(2)の ⑤ の よ うに 「多 音節 の動詞 語 幹で,語 幹 末 が

r,y及 び母音 で あ るもの に付 く」 が,第 二次 派生 以降 では,受 身接 尾 辞 ―(i)Z―,再帰

接尾 辞-(i)n― に後 続 して使役接尾 辞 ―t―が付加 され る。

 さ らに,(5)のkir-giz―dir― 「入れ させ る」 の よ うに,使 役接 尾 辞 が重複 して付加

され る こ とも多 い。 この場合 は,「 あ る主体 が,他 の 主体 に命 じて(あ るい は他 の

主 体 を介 して)別 の主体 にあ る動作 を行 わせ る」 とい う二重 の使役 文 を作 る こ とが

で きる。 これ につ いては,2.3で 述べ る。

2.キ ルギス語の使役文

 キル ギス語 の使役文 には,大 きく分けて二種類 の ものがあ る と言われてい る

(Kudaybergenov 1987)。 それは,自 動詞使役文 と,他 動詞使役文である。前者 は,

自動詞 の動詞使役形 を述部 にもつ使役文であ り,後 者は,他 動詞の動詞使役形を述

部 にもつ使役文である。 どちらにおいても,使 役主体が主格(格 を示す接尾辞はつ

かない)で 示 される点は同L"だ が,被 使役主体の格表示 については,両 者間におい

て明確 な違いがある。そ こで,本 節では,そ れぞれの使役文 について,被 使役主体

が どのよ うな格で示 されるか とい う問題を中心に考察す る。2.1で 自動詞使役文に

ついて,2.2で 他動詞使役文について述べたのち,2。3で はいわゆる二重使役文に

ついて考察を加 える。

 なお,こ こで他動詞 とは対格補語 をとる動詞をいい,自 動詞 は対格補語をとらな

い動詞 をい う,と 定義 しておくことにする。

2.1 自動詞使役文

自 動 詞 の 使 役 形 と し て は,oltur―g砺 ― 「座 ら せ る 」,kir―giz― 「入 らせ る 」,kal―t�-

「残 ら せ る 」 な ど が あ る 。 こ れ ら を 述 部 に も つ 文 は
,次 の よ うに 構 成 され る 。
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(6)aEje uul-u-n  ノ疣-i=na olturguz―du. 「姉 は 彼 女 の 息 子 を傍 に座 らせ た 」

   姉  息子一3所一対格  そば一3所―与格 座る一使役―過去―ﾘ(3単)

b Biz an� �―��-g� kirgiZ―di-k. 「私 た ち は 彼 を私 た ち の 家 に入 らせ た 」

 私たち 彼(対格) 家―1複所―与格  入る―使役一過去―1複

cAysa bala-s�麩 �―g� kal-tir―dl.  「アイシ ャは 子 供 を 家 に 残 らせ た 」

  アイシャ 子供―3所―対格 家.与格 残 る梗 役一過去_s(3単)     (Kudaybergenov l 987よ り)

 (6)の例 は 「ある主体(使 役主体)が,他 の主体(被 使役主体)に ある動作をさせ

る」 とい う意味 を表 している。 これ らの例から分かるよ うに,自 動詞使役文にお け

る被使役主体は対格で示 され る。 自動詞使役文における被使役主体が,次 のよ うに

与格な どで示 されることはない。

(7) *Eje uul-u―na oltur-guz―du.  C姉 は 息 子(与 格)に 座 らせ た 」

   姉  息子一3所―与格 座 る―使役―過去一駅3単)

 キルギス語の伝統的な文法記述においては,(6)の ように 「他 の主体にある動作を

させ る」 とい う意味を表す 自動詞使役文を"使 役文"と 規定 していた。そ こで,次

のような自動詞使役文は 「使役本来の意味を表すものではない」 とされ,こ の とき

の自動詞使役形は,対 格 で示 された 目的語に向けた働 きかけを表す"他 動詞"だ と

された6。

(8)a

b

C

Men Azamat―t�ektep―ke jet-kiz-di-m.  「私 は ア ザ マ トを 学 校 に 送 り届 けた 」

私   アザマト―対格  学校―与格   着 く―使役.過去―1単

AZ bak ﾖS―t�一�黎.  「彼 は 木 を 育 て る」

彼 木 育つ一使役―現在一3単

Aynek-ti�一�c�ol-u s�―謡払4吻 砿  「お前 たち は3回 ガラスを壊 した 」

ガラスー対格 3・序数   回一3所 壊れる.使役一過去―2複

 (8)の それ ぞれ の例 では,(8a)「 アザマ トが学校 に着 くこ と」,(8b)「木 が育 つ こ と」,

(8c)「 ガラ スが壊 れ るこ と」 とい う行 為や状 態変化 を,潜 在 的 あ るい は可能 的 に含

ん でい る と認 め るこ とがで き る。そ して,こ れ らの 自動詞使 役 文 が表 して い るのは,

それ らの行為 や状 態 変化 を 「強 い る,促 す」 とい う間接 的 な意 味 では ない。(8a)で

は 「(車 な どで)送 り届 ける」,(8b)で は 「育 つよ うに面 倒 を見 る,育 て る」,(8c)

6例 えばK
udaybergenov(1987)も,基 本 的 にこのような伝 統 的 な 文 法 記 述 の 考 え方 に従 ってい る。

一65一



では 「壊す」 とい う,被 使役 主体 に向けられたよ り直接的な行為 を表 している。

 しか し,キ ルギス語の場合は,(6)の ような間接的あるいは強制的な使役 を表すも

の と,(8)の よ うな直接的な働きかけによる使役 を表す 自動詞使役形 との間に形態的

な区別 が原則的にないので,両 者の関係はあくまで連続的であ り,そ の間に明確な

境界を引けるものではない。例えば,(6b)や(6c)の 例は 「被使役主体に命 じてある動

作 をさせた」 とい う意味にも,ま た(8)の ような直接的な働 きかけによる使役の意味

にも理解できる。従って,仮 に(6)のような 自動詞使役文 と(8)のよ うな自動詞使役文

を意味的に区別 して前者 を使役文,後 者を"他 動詞"文 を呼ぶ としても,そ のよう

な区別が文法上重要か どうか疑問だ とい うことになる。

 ただ,ご く稀に,上 記のような自動詞使役文の意味的な区別が,動 詞使役形の形

態の上に反映 され る場合がある。 これについては第4節 で述べる。

2.2 他動詞使役文

2.2.1 被使役主体 を示す格 と二重与格使役文

 次 に,他 動詞の使役形を含む使役文を観察す る。他動詞使役文では,被 使役主体

は与格で示 され る。

(9) a AZゐ か のノσ」雪 α nan kの2一伽'-up, cay kuy一 伽'―a basta一漉1

彼1女 一与格 パン 置く一使役―副動詞 茶 注 ぐ-使役―副動詞 始める―過去―�(3単)

「彼 は ひ とりの女 にパ ンを置 か せ,お 茶 を注 がせ 始 めた」 (Kudaybergenov 1987よ り)

b AZ maga bul is-ti Asan-dan sura-t-ti:

 彼 私(与格)こ の 件―対格 アサンー奪格 尋ねる―使役.過去�(3単)

  「彼 は私 にこの 件 をアサ ンに尋 ねさせ た」  (胡1986よ り)

cAysa bala―s�麩a tamak抛 ―dir―di. 「ア イシ ャは 子 供 に 食 事 を 食 べ させ た 」

 アイシャ 子供―3所―与格 食事  食べる使 役-過去―ﾘ(3単)

 次の ように別の与格補語(間 接 目的語など)が 同時に文中に存在 して も,他 動詞

使役文における被使役主体が与格で示 され るとい う原則は保持 され る。

(10)δ 〃z励 θん/重 アVsaga〃zaga瓣 δ'k�s�-t�'― 撚

オムルベク  アイシャ・与格 私(与格) 写真  見せる一使役・過去―ﾘ(3単)

  「オムル ベ クはアイシャに(命 じて)私 に 写真 を見せ させ た」

 トル コ語 の研 究 にお い て は,こ の よ うな 二 重 与格 を もつ使 役 文(double-dative

causative)を め ぐって,1970年 代 以来盛 んに議論 が行 われ て きた よ うで あ る(川 口
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1999参 照)。 そ こでは,(10)の よ うな与格補語の連続が容認 され るかどうかが議論

の要点の一つであった。一方,キ ル ギス語では,(10)の ような与格補語の連続 が許

される。 この揚合,与 格補語が連続す るので,ど ちらが被使役主体で,ど ち らが間

接 目的語か紛 らわ しい とい うことになろうが,そ れは語順 によって判断 され る。即

ち,動 詞 に近い方が間接 目的語であると判断 され るようである。

 但 し,こ こで注意 しておかなければな らないのは,(10)の 例は,筆 者が調査 のた

めに人工的に作った文 をインフォーマン トに確認 してもらったものであって,実 際

の用例か ら見つけた ものではない とい うことである。つま り,す べての補語をあえ

て一つの文 中に表す とすれ ば,(10)の ようになるとい うことである。実際の会話や

用例では,文 脈によって,ど ち らかの与格補語が省 略 され ることが多い。 このこと

は,キ ルギス語において も,与 格補語の連続が好んで用い られ るわけではない とい

うことを示 していると考えることもできる。

2.2。2 二重対 格使 役 文

 ―ヒ述のよ うに,他 動詞使役文では被使役主体が与格で示 され るが,実 は,こ れが

対格で現れ る場合 も存在す る。Yudaxin(1965)か らは,次 のよ うに被使役主体が対

格で示 され る例を見出す ことができる。

(■)Ki伽 θ吻k�-d't/k�-gaん ・z〃 吻 物/-t-'i:

とても小さな 女の子―対格/女 の子―与格 子羊  守る―使役―過去一ﾘ(3単)

  「彼 は とても小 さな女 の子 に子 羊を守 らせ た」

 ま た,2.2.1の(9c)に お い て,被 使役 主体 が与 格 で示 され る例 を挙 げたが,こ れ

を対格 で示 した場 合 は ど うか をイ ンフォーマ ン トに確認 してみ た ところ,次 の よ う

に,非 文 に はな らな い とい う。

(12) Aysa bala―s�麩 tomak知 ―dir―di. 「アイシ ャは子 供 を(対格)食 事 を食 べ させ た 」

   アイシャ 子供-3所 一対格 食事  食べる.使役―過去―ﾘ(3単)

 (11)や(12)の例においては,被 使役主体が対格で表示 された結果,一 つの他動詞使

役文の中に二つの対格補語が存在す るとい うことになる。 しか し,こ のような二重

7k
aytar一 とい う動 詞 語 幹 につ い ては,形 態 的 に は 自動 詞kayt― 「か える」に使 役 接 尾 辞 一ar―が付 加

され たもの と分 析 で きる。Kudaybergenov(1987)は これを 自動 詞 使 役 形 の 例 として挙 げ ているが,牧

畜 に関 連 す る表 現 で は,形 態 的 に単純 な他 動詞 として,家 畜 などを 「守 る,放 牧 す る」という意 味 で用 い

られ る。
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の対格補語が常に許容 され るわけではない。キルギス語 においては,対 格補語が意

味的に特定 ・限定 されていない場合に限って対格接尾辞を省略することができるの

だが,(lI)や(12)の よ うに二重対格が許容 され るのは,少 な くとも,直 接 目的語の対

格接尾辞が省略されている場合 に限定されるようである。従 って,次 の例のように,

対格補語が特定物であ り対格接尾辞を備 えている場合には,被 使役主体を対格で示

す ことはできない。

(13)Aysa bala-s�麩a/*bala-s�麩 ene-si al一� kel-gen alma-n�e-dir-di.

アイシャ 子供―3所―与格  子供―3所―対格 母―3所 取る―副動詞 来 る一GAN8リ ンゴ―対格 食べる―使役―過去―ﾘ(3単)

  「ア イシ ャ は 子 供 に 母 が 持 っ て きた リンゴ を 食 べ させ た 」

 なお,他 動詞 使役 文 にお ける被 使役 主体 が与格 で示 され た場合 と,対 格 で示 され

た場合 の意味 的 な違 い につ いては,今 の ところ詳 しい こ とは分 か ってい ない。イ ン

フォーマ ン トに よれ ば,ヵ ―「食べ る」には,扣 ―dir―「食 べ させ る」 と産-giz-「(同)」

とい う二 つ の使 役 形 が あ り,前 者 は与格 補語 と,後 者 は対格 補語 と結 びつ く傾 向が

あ るので は ない か とい う。そ して,前 者 「与格 補語+髭 一dir―」 の場 合 は被 使役 主 体

が 自分 か ら主 体的 に食 べ て い る状況 を,後 者 「対格 補 語+漁 一g彪―」 の場合 は使 役 主

体 が積 極 的 に食 事 の用 意 を して被使役 主体 に無理や り食 べ させ てい る状況 を,イ ン

フォ ーマ ン トは思 い浮 かべ る とい う。 この 問題 につ い て は,使 役 接 尾辞 ―d'ir-と

―g'iz一の違 いにつ い て述べ る第4節 で再 び言 及す る。

2.3 二重使役文

 他動詞使役文における二重与格,二 重対格の問題 を扱 った直後なので,名 称は紛

らわ しいが,こ こで,一 般 に二重使役文 と呼ばれてい るものについて,こ こで見て

おきたい。

 単純な使役文は,使 役主体が被使役主体にある動作 をさせ る,と い うものであっ

たが,二 重使役文では,使 役主体 と,実 際の動作を行 う被使役主体 との問に 「中間

の使役主体」とでも言 うべ き別の主体の介入が表 され る。具体的な例を見てみよ う。

(14) a  Sen  Erkin-di  oyno-t.

    君  エルキ ン.対格 遊ぶ―使役―ﾘ(命令2単)

「君はエルキンを遊ばせろ」

8 -ganと い う接 尾 辞(及 び そ の異 形 態)は ,動 詞 語 幹 に付 いて,お お よそ 「～ した(も の)」という意 味 を

表 す 。一 般 に過 去 の動 作 を表 し,動 詞 が名 詞 を修 飾 す るときにこの 形 式 が 用 い られ る。また,動 詞 語

幹 に 一ganが 付 いた形 は,そ の ままで 名詞 としても用 い られ る。

 .:



b  Sen  Erkin-di   Kinan-ga  oyno-t--tur.

君 エルキン―対格 クルジャン.与格 遊ぶ―使役―使役―奴命令2単)

           「君 はエル キンをクル ジャン に(命 じて)遊 ば せ ろ」

                    (Kudaybergenov 1987よ り)

(15)aAysa bala―si=na tamak鈎 ―dir―di.  「アイシ ャは 子 供 に食 事 を食 べ させ た 」

    アイシャ 子供―3所一与格 食事 食べる―使役―過去一ﾘ(3単)       ((9C)の 再 掲)

bAysa Kuljan-ga bala-si=na tamak je-dir-t―tl.

 アイシャ クルジャン―与格  子供一3所与 格  食事  食べる―使役―使役―過去一ﾘ(3単)

             「アイシャはクル ジャンに(命 じて)子 供 に食 事 を食 べ させ た 」

 (14a)は 自動 詞使 役 文 であ り,そ の被使役 主体 は対格 で示 され て い る。 これ に対 し

て,(14b)の 述 部 動詞 はoyno―t-tur一 とい う,自 動詞 に二重 の使役 接 尾辞 が付 い た形 に

な ってお り,こ れ に よつて 「中間 の使役 主体 」 の介 入 が表 され る。 この 「中間の使

役 主体 」で あ る 「クル ジ ャン」は,与 格 で示 され る こ とに な る。

 ま た,(15b)で は, VJe―「食 べ る」 とい う他動詞 に使役 接 尾辞 が二 重 に付加 され た形

が述部 動詞 に な ってい る。 これは,そ の動 作 を行 う 「動 作 の被 使役 主 体」 と,文 の

主語 であ る使 役 主体 との問 に,別 の 「中間の使 役 主体」が存在 す るこ とを表 す。(15b)

か ら分 か る よ うに,こ の 「中間の使役 主体 」 もまた与格 で示 され るので, 「動 作 の

被使役 主体 」 とと もに二つ の与格補語 が並 ぶ こ とに な る。

 このよ うに して 「中問の使役主体」を次々に増や してい くことが,理 論的にはで

きそ うだが,実 際には動詞語幹に接続できる使役接尾辞 の数 に限界があ り,(15b)の

場合以上に 「中間の使役主体」の介入 を表現することはできない。次のよ うに,動

詞語幹 に重複 して接続できる使役接尾辞の数 は,自 動詞 について最大3個 まで,他

動詞については最大2個 までが限界のようである。

(16)ak�一  移 る

    .kayt一 か える

bje一  食 べ る

 karma一 っ か む

k�一�-

kのt―ar―

た ―dir―

karma-t一

k�一�-t-   k�一�-t-t�一

切'―a厂 ―'一 切'―ar-'一 伽

漁 ―dか-'―

karmaイ ―tiア―

 但 し,(16)は,使 役接尾辞が二重ない し三重 に付加可能な場合 の例 であつて,ど

の動詞語幹にもこの ように複数の使役接尾辞が付加できるとい うわけではない。

そ して,二 重の使役接尾辞がついた(15b)に 関して注意 しなければな らない ことは,

これが, 「中間の使役主体」 と 「動作の被使役主体」 とをあえて同時に表現 しよう
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とす れ ば この よ うに な る,と い うことで あつて,実 際 の用 例 では,こ の うちの どち

らかが省 略 され る場合 が ほ とん どだ とい うことで あ る。

(17)  a  At-tar-i=n      al一�,   saray-din  t�一�麩�  bayla-t-t�-di.

馬―複数.3所―対格 取る一副動詞  宿―属格   隅-3所―与格 縛る一使役―使役―過去―ﾘ(3単)

 「彼 は馬 た ちを受 け取 って,宿 の 隅 につ ない で お くように命 じた 」

bﾌ//―si=na at艇 吻r-t-t�-d'z:

 子供―3所―与格 馬  守る―使役梗 役―過去―ﾘ(3単)

   「彼 は 自分 の 子 供 に 馬 を 守 るように 命 じた 」    (Yudaxin l 965よ り)

 しか しなが ら,(17)の 場合, 「中間の使役主体」 と 「動作 の被使役主体」の うち

の どち らかが省略 されていると理解す ることも可能だが,別 の解釈が成 り立つ可能

性 もある。チュルク諸語 の中には,(17)の ような二重使役文が必ず しも 「中間の使

役主体」の介入 を表す とは限らず,時 に 「強調」や 「行為の複数性」を表す場合が

あるとい う9。しか し,キ ルギス語についても同様 の解釈が成 り立つのか どうかな ど,

詳 しいことは分かっていない。今後の課題 として残 したい と思 う。

3.再 帰的用法

 キルギス語の使役文には,再 帰的な意味を伴 って用い られ るものがある。本節で

は,こ のよ うな使役文の再帰的用法について述べる。

Kudaybergenov(1987)は,あ る主体がそれ 自身 に対す るあ る動 作 を許 容す るこ と

を表 す使役 文 の例 と して,次 の よ うな例 を挙 げて い る。

(18) Vrac-ka ukol say-dir-dz=m.

   医者―与格  注射  刺す―使役―過 去―1単

「私は医者に注射を刺させた」

 文字通 りに解釈すれば,(18)で 明示 されているのは 「私が医者 に注射を刺 させた」

とい うこ とだけで,誰 が注射を刺 されたのかは明確には分か らないはずである。 し

か し,特 に文脈な どで指定がない限 り,(18)に おいて注射 を打たれたのは 「私」で

あると解釈 され る。

次の例は諺であるが,こ こでも使役形が再帰的な意味に用い られている。

9ト ゥヴ
ァ語 に つ い てKulikov(1993:132),ト ル コ語 に つ い てZimmer(1976:412)を 参 照 。
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(19)こ か一gan鰭  ― あ ワmenen, ur一伽 ―gan葡   jol menen.

殴る一GAN人  丘 によって 殴る―使役一GAN人  道 によって

  「殴 った人 は丘 によって,殴 らせ た人 は道 によってJ

    (勝者 は偉 そ うに丘 を行 き,敗 者 は下 の道 を行 くの 意)

 このur-dur-gan kili「殴 らせ た人 」が表 しているの は 「(誰 か を)殴 らせ た人 」で

はな く, 「(自 分 を)殴 らせ た人=殴 られ た人」 で ある。つ ま り,形 式 的 には使 役

の形 を と りなが らも,意 味 的 には受動 を表 してい る と言 うことがで きる。

 このように使役が再帰的 ・受動的に用い られ る場合は他にもある。それは所有物

や身体の一部が何 らかの影響 を受 けた場合の表現である。具体的な例 を見てみ よう。

(20)  a  But-u-n   tas-ka  ur-dur-du.

    足―3所一対格  石―与格 ぶつける―使役過 去―ﾘ(3単)

b But-u-n tikenek-ke say-dir-da:

 足一3所―対格  トゲ―与格   刺す―使役一過去―ﾘ(3単)

c  Eteg―im―di it―ke ノ�1Ldur-du―m.

 裾 ―1単所-対 格 犬―与格 むしりとる―使 役―過去.1単

d But-um-du  ayal-ga  bas-t�-da=m.

 足―1単所―対格  女―与格   踏む―使役.過去―1単

「彼は足を石にぶつけさせた」

「彼は足をトゲに刺させた」

    (Yudaxin 1965よ り)

「私 は裾 を犬 に む しり取 らせ た 」

    (Kudaybergenov i 987よ り)

「私 は 女 に足 を踏 ませ た」

 それぞれの 日本語訳はキルギス語の形式を反映 させた形で 「刺 させた」 「む しり

取 らせた」などの使役表現に してあるが,実 際の意味は,文 の主語である使役主体

が,そ の ような出来事を意図的に引き起 こしたのではな く,非 意図的にそのような

出来事が起 きた,と い うことである。意図的な場合の表現は,動 詞の意味によって

異なるが,例 えば(20a,b)に対応す る意図的な表現は,次 のよ うに,使 役文ではなく

形態的に単純な他動詞 を述部にもつ文で表 される。

(21) a  But-u-n   tas-ka  ur-du.

    足―3所―対格  石―与格  ぶっける一過去―ﾘ(3単)

b But-u-na �enek-ti say-da:

 足―3所―与格  トゲ―対格  刺す―過去一ﾘ(3単)

「彼は足を(わざと)石にぶつけた1

「彼は足にトゲを刺した」

 この ように,所 有物あるいは身体の一部が何らかの影響 を受けた ときの表現は,

キルギス語 と日本語の間に微妙 な違いがあるので注意を要す る。すなわち,日 本語

では, 「足を石にぶつけた」 とい うような他動詞表現は非意図的な場合に も用い ら
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れるが,キ ルギス語では意図的な場合に限って用い られ る((21a))。 また,日 本語

な ら 「トゲに刺 された」 「むしり取 られた」 とい う受身の形式で表現 されるよ うな

非意図的な受動表現 が,キ ル ギス語では使役の形式を用いて表 され る((20b,c,d))

とい うことである。 日本語にも 「頭を働かせ る」 「口を尖 らせ る」の ように必ず し

も意図的 とは言えない状態を使役の形式を用いて表す ことがあるが,こ れは自動詞

使役 に限 られ るよ うに思 う。 日本語において,キ ル ギス語の(20)の例の ような他動

詞使役の形式を用い ると,(20)の 日本語訳を見て も分かるよ うに,ど うしてもそこ

に意図性 が含意 されて しま う。

 ま た,(20a,b)と(21a,b)は 外見 上 よ く似 てい るが,文 の構 造 は全 く異 な るこ とにも

注意 して お かな けれ ばな らない。 つま り,(20a,b)に お け るur― 「ぶつ ける」say― 「刺

す 」 とい う行為 の行 為 主体 は,そ れぞれ 無生物 のtas「 石 」で あ りtikenek「 トゲ 」で

あ るが,(21a, b)に お けるur― 「ぶ つ ける」say-「 刺 す」 の行為 主体 は文 の主語(彼 ま

たは彼 女)で あ る。 この ことか ら,(20a,b)の 使 役 文 にお け る非意 図性 は,無 生物 を

被使 役 主 体 に置 くとい う構 造 か ら生 まれ るものだ,と も考 え られ る。しか し,(20c,d)

の例 で は有 生物 で あ る 「犬亅や 「女」 を被使 役 主体 の位 置 に置 いて い るので,被 使

役 主体 が 有 生物 か無 生物 か とい うこ とで は,(20)の 使役 文 の非 意 図性 を説 明す るこ

とが で きない。 この間題 は今後 の検討課題 と したい。

 ところで,キ ル ギス語 に は,再 帰 を表 す接尾 辞 一(i)n―が,使 役 接 尾辞 とはべつ に

存在 す る。例 えばur-「 ぶつ ける」に この再 帰接尾 辞 が付加 され る と, ur―un―「ぶつ

か る」 とい う新 た な動詞語 幹 を派生 す る。(20)の よ うな受 動 的 ・非 意 図的 な表現 は

この動詞 再帰形 を用い て も表す ことができ る。

(22)  a  But-u  tas-ka  ur-un-du.

    足一3所  石―与格  ぶっ ける―再帰―過去―ﾘ(3単)

bBut-u-n tas-ka ur-un-t-tu.

 足―3所 一対 格 石 ―与格  ぶつ ける一再 帰 ―使 役 ―過 去―ﾘ(3単)

「彼の足が石にぶつかった」

「彼は足を石にぶつからせた」

 イ ンフォー マ ン トに よれ ば,(20a)の 表現 と(22)の 間 に意 味 的な大 差 はない が,(20a)

の よ うな使 役 の形 式 を用い る方 が一般 的だ とい う。

4.使 役 接 尾 辞 ―d'ir一 と 一giz一

 1.1で 述べ た よ うに,キ ル ギス語 の生産的 な使役 接尾 辞 一d'ir一と ―g'iz一は,先 行

研究 におい て は,動 詞 語幹 の形 態的 ・音 韻的条 件 に よって相補 的 に分布す るかの よ
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うに記 述 され てい る。 しか し,実 際 に は,1.1の(3)や(4)に 示 した よ うに,両 方 の

接尾 辞 の接 続 を許 し,二 つ の動詞 使役 形 を持つ もの がい くつ か ある。

 二つの動詞使役形 の問に微妙な意味の違いがあ り,両 者が使い分 けられている場

合がある,と い うことは既 に述べた。だが,一 つの動詞 が形態的に異なる二つの動

詞使役形 をもつ場合 について言及 した先行研究は今 のところ見 当たらない。本節で

は,こ の意味の違いを具体的に見ていくことにするが,結 論的に言 えば,二 つの動

詞使役形の間の意味の違いは,一 つ一つのケースによって異なってお り,そ の使い

分 けのパ タンは一様 ではない,と い うことである。以下に四つの使い分けパ タンの

例 を挙げるが,こ れ以外に別の使 い分けパタンがある可能性 も十分 にある。なお,

以下の四つの使い分けパ タンの うち,前 二者はYudaxin(1965)な どの辞書記述か

ら確認 した もの,後 二者 はイ ンフォーマン トからの情報によるものである。

使い分けパタン1:再 帰用法専用の動詞使役形

 辞書の記述 を見ると,二 つの動詞使役形の間に意味の違いはな く,単 に 「同 じ」

とされてい るものが多い。だが,中 には意味の違いを区別 して記 されているもの も

ある。

(23)say-g'iz一 突 き刺 させ る

  say-d'ir一 自分 に突 き刺 させ る

 Yudaxin(1965)の 記 述 に よれ ば,(23)の 通 り,say-g1Z一 は単 にsay一 の使 役形 だ と

い うのみ で あ るが,say-d'ir一 はそ こに 再帰 的 な意 味 が含 まれ てい る と して い る。

say―dZY―が再 帰的 な意 味 を伴 って用い られ る例 は,(18)や(20b)に 挙 げたが,上 記 の辞

書記述 に従 えば,say-dir一 は 再帰用法 専用 の動詞使 役形 だ とい うこ とに な る。

使い分けパタン21自 動詞使役での直接的な働 きかけの使役 と間接的 ・強制的な使役の区別

 Yudaxin(1965)の 辞 書 を見 る と,自 動詞 加 ―「動 く,生 き る,勤 め る」には,二

つ の動 詞使役 形 が あ り,そ れ ぞれ の意味 は次の よ うに記 述 され てい る。

(24)声 ア―g魔z― 動 か す,行 う,遂 行 す る

  声 厂―d�― 伽 一の 意 味 の うち 「動 く」の使 役 形 。動 かす,行 か せ る

 それぞれの用例を比較 してみると,こ れ ら二つの動詞使役形は,2.1で 述べた 自

動詞使役における使役 の意味的な違いが,動 詞使役形の形態上に表 されているので

はないか と考 えられ る。すなわち,ル7―g彪―は被使役主体への直接的な働きかけに
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よつて 「あ る"で き ご と"を 引き起 こす 」 とい う使 役(causative)を,力7―d�-は 間

接 的 な働 きか け によ つて 「他 の主体 にあ る動作 を させ る,強 い る」 とい う強 制的 な

使 役(factitive)を 表す とい う区別 があ るのでは ない か と考 え られ る。

(25)a

b

の/usturuu is-ter-'一刀  勉'」g�一 ゐδ―Sﾖ―k

組織   仕事-複数―3所―対格 動く―使役一否定―仮定―1複

         「もし我 々 が組 織 の仕 事 を行 わ なけれ ば,… 」

Suu boylop, t�� j�-d�一�

水  深さを測る一副動詞  下へ  動 く.使役―副動詞

「水 の深 さを測 りなが ら(�� に沿 って)下 流 へ歩 か せ,… 」

使い分けパタン3:二 重使役 と単純使役

 ur― 「殴 る」に は, ur-guz― 「殴 らせ る」 とur-dur-「(同)」 の二 つの動 詞使役 形 が

あ る。 イ ン フォーマ ン トに よれ ば,両 者 は ともに 「殴 る よ うに強 い る/命 令す る」

とい う意 味 を表す が,ur―gZIZ― は被 使役 主体が 「殴 る」 とい う行為 はせず,さ らに別

の誰 かに 「殴 らせ る」 とい う場合,ur-dur― は被使役 主体 が直接 「殴 る」 とい う行為

を行 う場 合,と い う使 い分 けが ある とい う。つ ま り,ur―g抛 ―は,単 独 の使役 接 尾辞

で,2.3で 述べ た 二重使役 と同 じよ うな内容 を表 現 で き る とい うこ とで ある。具体

的な用例 を見て み よ う。

(26) .ノuu(蚤z4ga  kel-gen  k'irg'a乞-4ガ,  .1z〃'―㍑-na  ata一 η2 〃'rg「uz―du.

仲人一与格  来る―GAN キルギス人-対格 身内-3所―与格 父一1単所 殴る―使役―過去―�(3単)

   「仲 人 の 所 に来 たキル ギス人 を,身 内 の者 に私 の父 が殴 らせ た 」

 (26)で は,父 が 「殴れ」 と命 じた身 内の者 が,さ らに誰 か他 の人 に命 じて 「殴 る」

とい う行 為 を させ た とい う意味 にな る。 そ して,こ の ときの述部 が も しur-dur― で

あれ ば,父 が命 じた者 が直接 「殴 る」 とい う行 為 を した と解釈 され る,と い う。

使い分けパタン4:行 為遂行の主体性

た―「食 べ る」 の 二つ の動詞使役 形,」 θ―giz―「食べ させ る」 とje-dir-「(同)」 の

違 い につ い ては,二 重 対格使役 文 の問題 に関連 して2.2.2で 既 に述 べた。 前者 は,

使役 主体 が積 極 的 に食 事 の用 意 を して無 理や り食 べ させ る よ うな状況 と,ま た,後

者 は被使 役 主体 が主体 的 に食 事 をす る状 況 と,結 びつ きや すい とい う。 こ こで は,

行 為遂 行 の 主体性 が使役 主体 と被使 役 主体 の どち らに あ るか,と い う意味 で 一giz一

と 一dir-が使 い分 け られ て い るとい う可能性 が あ る。 但 し,こ のデー タは,イ ン フ
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オーマン トが 「自信 はない」 と前置きした上での情報 であ り,他 に同 じよ うな使い

分けがなされ る場合は見つかっていない。

 以上,四 つ のパ タン の使 い分 け を見 て きたが,異 な る使役 接尾 辞 にお け る意 味 の

使 い分 けは,-giz一 と 一d'ir―に限 らず,他 の使役接 尾辞 の 間に も見 られ る。そ の一 つ

が,上 記 パ タ ン2と 同 じよ うに,自 動詞 使役 にお け る使役 の意 味的 な違 い を形 態 的

に区別す る揚 合 と,も う一つ は,同 音 異義 の動詞 語幹 を区別す る場合 で あ る。

 2.1で,自 動詞使役における使役の意味的な違いは形態上区別 されないのが原則

だと述べたが,動 詞のなかには,上 記パタン2の 場合 を含め,次 のように,両 者が

形態上異なる形で存在す るものがい くつかある。

(26) kayt一 か える,も どる kayt-ar― か えす,も どす  kayt-t�一 帰 るように強 い る

   k�一 移 る     k�一�― 移 す     k�-t�一 移 るよう強 い る

同音異義の動詞語幹に異なる使役接尾辞を接続す ることによって,意 味 を区別す

る場合の例 としては,次 の ようなものがある。

(27) う診営1一

b�2-

jluu一

ル 〃2―

熟す,用 意ができる  b�―�一

振り混ぜる     b�―t�―

洗う        ル徳9班 ―

近づく       扣〃-t一

用意ができるようにする

振り混ぜさせる

,juu―dur― 洗 わ せ る

     近 寄 らせ る,近 づ ける

 (26)のk�一 の例 と,(27)のbiss―, b�2一の例 を見 る と,使 役接 尾辞-ZY一 と ―t�-の

組 合せ で,一 方 は使 役 の意 味 的な違 い を区別す るた め,他 方 は 同音異義 語 を 区別 す

るた め,と い う異 な る役割 を果 た して い るこ とが分か る。 この ことか ら,使 役 接 尾

辞 一d'ir一と ―g"iz―の使 い分 けパ タンが実 に多様 で あ るの も頷 け る と思 う。

5.お わ り に

 以上,キ ル ギス語の動詞使役形及び使役文について,そ の全体を概観 してきた。

使役接尾辞 の分布 に関 しては,こ れまで,動 詞語幹の形態的 ・音韻的条件 により相

補的に分布す ると記述 されてきたことについて,実 は,同 じ動詞語幹 に異 なる使役

接尾辞が付加 され ることが少なか らずあ り,そ こに意味における使い分けがな され

ている場合 があることを指摘 した。また,使 役文について,こ れを自動詞使役文 と

他動詞使役文 に分 けて考察 し,そ れぞれにおける被使役主体の格表示の現れ方の違
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いを観察 した。 しか し,他 動詞使役文における二重与格使役文や二重対格使役文,

また,二 重使役文について,今 後もデータを集めて検討 を加 える必要がある。 さら

に,使 役文の再帰的な用法 について も言及 したが,こ れについても,周 辺言語の情

報を含め,さ らに調査 を進 めなければならないと考えている。

以上
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On the Causative in Kyrgyz

Noriko OHSAKI

Abstract

 This paper is concerned with the morphology and syntax of causative in Kyrgyz, a Turkic 

language spoken by about 2.4 million people living in Kyrgyz Republic.

 With a view to offer a brief survey of the Kyrgyz causative construction, the following 

topics are discussed: 

(i) causative suffixes and their distribution, i.e. which suffix attaches to a verb stem, and how 

a verb stem morphologically conditions the appearance of causative suffixes. 

(ii) case-marking in Kyrgyz causative construction, i.e. how the causer and causee are marked 

in the causative of intransitive, also in the causative of transitive, as well as in the double 

causative construction. 

(iii) reflexive use of causative. 

Especially in (ii) the causative of transitive, the conditions of double-dative causative and 

double-accusative causative are also discussed.

 In the section 4, I demonstrate the semantic difference between two distinct causative forms 

derived from a verb stem. The causative suffixes  -dir- and -giz- (with vowel harmony 

variants) are used with some verb stems providing causative pairs whose members differ in 

meaning. I show four patterns of difference in meaning of the causative pairs.
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